
選考基準　（JAAF登録がされている選手であること）

令和６年度　山梨陸上競技協会

東日本女子駅伝競走大会（福島）

代表選考基準皇后盃　全国都道府県対抗女子駅伝競走大会（京都）

天皇盃　全国都道府県対抗男子駅伝競走大会（広島）

１　各大会とも、代表選手選考基準をもとに駅伝強化部で選考し承認を得る。

２　選考は次の手順で行う。

　・各種別の選考は条件順に選考する。

　・選考基準を満たしている選手であっても、駅伝強化部での選考時に故障や体調不良と判断した選手は、選考の対象から外す。

　・駅伝強化部での選考時に選考基準を多数の選手が突破した場合は、総合的に判断して選考する。

３　記録は全て公認とする。（但し、男女高校駅伝大会については除く）

４　選考基準で決定できない場合は、総合的に判断して選考する。

５　選考された中高校生は、必ず山梨陸上競技協会主催の合宿・練習会（年末・年始）に参加すること。
　　※不参加の場合は、選考を再度検討する。

東日本女子駅伝競走大会（福島）　　Ｒ６年１１月１０日（日）

【一般・大学】

・２０２４年４月１日（月）から１０月６日（日）までの公認記録を参考に選考する。

【高校生】

・①２０２４年４月１日（月）から１０月６日（日）までに、３０００ｍ１０分００秒・５０００ｍ１７分３０秒以内の公認記録を持つ選手から選考する。

・②①の条件で規定の人数が選考出来ない場合は、２０２４年４月１日（月）から１０月６日（日）までの結果（記録）を総合的に判断して選考する。

【中学生】

・①２０２４年４月１日（月）から１０月６日（日）までに、３０００ｍ１０分１５秒以内の公認記録を持つ選手と１０月６日（日）富士山の銘水トラックゲームス
（第4回長距離記録会記録）上位者を総合的に判断して選考する。
※本年度は櫛形カーニバルを最終選考会にせず１０月６日（日）富士山の銘水トラックゲームス（第4回長距離記録会）を最終選考会とする。

・②①の条件で規定の人数が選考出来ない場合は、２０２４年４月１日（月）から１０月６日（日）までの結果（記録）を総合的に判断して選考する。

皇后盃　全国都道府県対抗女子駅伝競走大会（京都）     Ｒ７年１月１２日（日）

【高校生】

【一般・大学】

・２０２４年４月１日（月）から１２月１日（日）までの公認記録を参考に選考する。

【高校生】

・①高校駅伝県大会において、１区区間賞を選考する。但し２０２４年４月１日（月）から１１月２４日（日）までに、３０００ｍ９分５０秒・５０００ｍ１７分１０秒
以内の公認記録を持つ選手とする。

・②２０２４年４月１日（月）から１１月２４日（日）までに、３０００ｍ９分５０秒・５０００ｍ１７分００秒以内の公認記録を持つ選手から選考する。
但し１１月２４日（日）の選考競技会は、県最終予選会のみとする。

・③①②の条件を満たしている選手が規定人数を超えていない場合は、以下に該当する選手の中から総合的に判断して選考する。
　　　　・東日本女子駅伝出走選手
　　　　・今年度の３０００ｍ公認記録上位選手
　　　　・県最終予選会３０００ｍ上位選手

・①高校駅伝県大会において、１区区間賞を選考する。但し２０２４年４月１日（月）から１１月２４日（日）までに、５０００ｍ１４分５０秒以内の公認記録を
持つ選手とする。

・②２０２４年４月１日（月）から１１月２４日（日）までに、５０００ｍ１４分４０秒以内の公認記録を持つ選手から選考する。
但し１１月２４日（日）の選考競技会は、県最終予選会のみとする。

【中学生】

・２０２４年４月１日（月）から１１月２４日（日）までに、３０００ｍ８分５７秒以内の公認記録を持つ選手は１１月２４日（日）の県最終予選会上位者と
総合的に判断して選考する。

・③①②の条件を満たしている選手が規定人数を超えていない場合は、以下に該当する選手の中から総合的に判断して選考する。
　　　　・今年度の５０００ｍ公認記録上位選手
　　　　・県最終予選会５０００ｍ上位選手

【中学生】

・２０２４年４月１日（月）から１１月２４日（日）までに、３０００ｍ１０分１０秒以内の公認記録を持つ選手は１１月２４日（日）の県最終予選会上位者と
総合的に判断して選考する。

天皇盃　全国都道府県対抗男子駅伝競走大会（広島）　　Ｒ７年１月１９日（日）

【一般・大学】

・２０２４年４月１日（月）から１２月１日（日）までの公認記録を参考に選考する。


